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当学園は，平成30年４月，創立50周年を迎えました。当学園は，今では広島県内でも有数の施設に発展し

ましたが，これを取り巻く内外の環境は，特に近年，実に大きく変化しています。

そのような中で，当学園が進むべき方向性を示し，役員・評議員の皆様や職員と共に，迷いのない，軸が

ぶれない経営をしたいと願い，第１次中期経営計画を策定したのは，３年前のことです。

「第１次」の成果と反省を生かし，50年という節目を越え，新しい時代に上手に対応できるように，という思い

を込めて，第２次中期経営計画を策定しました。私どもの気概を感じていただければ，幸いに存じます。

平成31年 ３月

社会福祉法人三矢会

理事長 内 田 健 二

○ 理事長メッセージ
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○ 経営理念 出典：太田川学園経営計画書（平成17年３月17日）

理 念

１ ビジョン（Vision）［目的］

多様なサービスが，その利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより，利用者が個人の尊厳を保持しつつ，心身とも

に健やかに育成され，又はその有する能力に応じ，自立した日常生活を地域社会において営むことができるよう支援する。

２ ミッション（Mission）［役割と責任］

(1) 確かな福祉，信頼される学園づくりを柱とし，学園・保護者・地域が一体となった地域福祉を推進する。

(2) 中立性・公開性の徹底を図り，積極的にアカウンタビリティーを果たす。

(3) 利用者一人一人のニーズや適性に応じた，より効果的・効率的なサービスの提供を行う。

(4) 国が定める指針を参考に，利用者の相談や支援を担当する職員の資質の向上を図り，サービスの質の向上に努める。

３ バリュー（Value）［学園が生み出す価値］

職員は，誠実さ，創造力，効率的で迅速な行動を大切にし，チームワークを尊重しながら，意欲的な福祉活動に取り組む。そして，利用者の安全

の確保と人間性の向上に積極的に取り組み，利用者・保護者・地域の人々に大きな安心感とよろこびを提供する。

利用者が「来て良かった」，保護者が「行かせて良かった」，地域が「あって良かった」，職員が「勤めて良かった」と言えるような，全ての人々から

信頼され必要とされる，地域における福祉の拠点となる開かれた学園とする。そして，確かな福祉，信頼される学園づくりを主な柱とし，マネジメントを

確立し全ての福祉活動を積極的に行う。

目指す学園像

2



○ 第１次中期経営計画の総括（その１）

研修メニューを充実，キャリアパスを策定，資格取得支援制度を実施 等

理事長・所属長による面談を実施，地域や業界とのつながりを強化 等

改正各項目をクリアー，地域における公益的取組を実施

大学等との関係を構築，給与制度を大改革，人員増 等

研究に着手したのみ

アート活動への世間の認知度が飛躍的に向上

第三者評価を受審

新児童部と第４成人部を開業

中期経営目標

経
営
基
盤
の
強
化
を

一
定
程
度
実
現

太
田
川
学
園
の
存
在
感
が
着
実
に
増
大

高陽地区・豊平地区を完了，沼田地区に着手大規模改修（修繕）工事

サービスの質の向上

「強み」や「特徴」の獲得

人材育成

組織風土の変革

社会福祉法の改正

人材の確保

利用者の高齢化，障害の重度化

１ 新児童部・新成人部の整備等１

実 績

２

３

４

５

６

７

８

９

評 価
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○ 第１次中期経営計画の総括（その２）

区 分 平成27年度 A 平成28年度 平成29年度 平成30年度 B B／A

事 業 活 動 収 入 １,３９３,８６０,９７２１ １,５７９,７５２,１０１１ １,６５１,９１１,８５０１ １,６９１,２９５,０００１ １２１.３１

事 業 活 動 支 出
（うち人件費支出）

１,１０１,３２９,２１１１
（７７２,２６２,３７１）

１,３０１,７３７,８０９１
（９０２,２４４,０２８）

１,３８５,８０５,８４８１
（９７８,７１４,７００）

１,４５８,４９３,０００１
（１,０３２,８７８,０００）

１３２.４１
（１３３.７）

事業活動資金収支差額 ２９２,５３１,７６１１ ２７８,０１４,２９２１ ２６６,１０６,００２１ ２３２,８０２,０００１ ７９.６１

利 用 者 数 ３２３１ ３３１１ ３４４１ ３４３１ １０６.２１

職 員 数
（うち常勤職員）

１５６１
（１４１）

１９２１
（１６１）

２０８１
（１７７）

２１０１
（１７８）

１３４.６１
（１２６.２）

（単位：円，人，％）

注 平成27年度から平成29年度までは決算額，平成30年度は最終補正後の予算額。
人数は，各年度４月１日現在。

事業活動による収支の推移

4



○ SWOT分析（経営課題）

内

部

環

境

強み（Strength） 弱み（Weakness）

○ この種の施設としては，広島県では有数の規模で，業界では，知名度が極めて高い。

○ 施設数・職員数共に多く，知的障害者の受入れに関し高い潜在能力を有している。

○ 重度の障害のある人々や「行き場のない」 人々を受け入れてきている。

○ 相談支援業務に対する評価が極めて高い。

○ 経営が安定しており，職員が安心して働ける環境は，一応整っている。

○ アート活動に対する世間の認知度が飛躍的に向上してきた。

○ 施設等の傷みが目立ち，利用者の居住環境と職員の執務環境の改善が急がれる。

○ 災害への備えが十分とはいえない。

○ アート活動を除くほか，利用者の生活の質の向上を図るための取組がなお手薄である。

○ 「丁寧で質の高い支援」がなされているか，と依然として不安の声がある。

○ 仕事の成果を公開・発表する域に，なかなか達しない。

○ 法人本部機能が強化できていない。

○ 施設長クラスの職員の能力開発・育成訓練が行われていない。

○ 中堅層の育成が追い付かない。

○ 経験年数５年未満の職員が半数以上を占めている。

○ 当学園の組織風土には好ましくない部分が相当残されている。

外

部

環

境

機会（Opportunity） 脅威（Threat）

○ 待機者が多数おられる。

○ 家族による養育が困難な子どもたちが確実に存在する。

○ 国が「新しい経済政策パッケージに基づく介護職員の更なる処遇改善」を実施する。

○ 人口減少，少子高齢化

○ 利用者の高齢化，障害の重度化が進んでいる。

○ 報酬改定の方向性が不透明である。

○ 空前の売り手市場が続いている。

○ 社会福祉法人制度改革を誠実に実行することが求められている。

○ 働き方改革関連法への対応が必要となった。
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○ 第２次中期経営計画の位置付け

経営基盤の確立

（足元を見つめ直す）

事業環境の変化への対応
（変えよう・変わろう）

更なる進化へ
（自信を持って前進しよう）

第１次中期経営計画
（平成28年度〜平成30年度）

第１次中期経営計画は，要するに，経営基盤の確立を目的としたものでした。このテーマには引き続き取り組む必要がありますが，第２次中期

経営計画では，SWOT分析によって見えてきた事業環境の変化に対応していくため，様々な仕掛けを行っていくことが大事だと思います。

そこで，第２次中期経営計画のコンセプトを「事業環境の変化への対応（変えよう・変わろう）」とした次第です。

表紙に「あきらめない・なげださない支援を目指して」とあるのは，知的障害のある方々，取り分け強度行動障害を見せる利用者の皆様の支援

を行うのが当法人の事業の真骨頂であり，そうした原点を見失わないため，ここに銘記しておこうとするものです。

第 2 次 中 期 経 営 計 画
（平成31年度〜平成33年度）

第 3 次 中 期 経 営 計 画
（平成34年度〜平成36年度）
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○ 将来ビジョン（目指す姿）

地域貢献に本気で取り組む学園

職員一人ひとりが輝ける学園

１ 利用者の人権を常に尊重し，サービスの質の向上や環境改善に積極的に取り組みます。

４ 非営利法人にふさわしい透明性の高い運営をします。

２ 地域の障害福祉の中心的役割を担い，公益的な事業を率先して行います。

３ 良質な社会福祉人材を育成します。

太田川ブランド
の確立

利用者の第二の家庭として機能する学園

御家族から顔が見える学園
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○ 基本方針と主な取組

○ 地域住民と利用者の交流を図るほか，当学園が地域に一層溶け込むための工夫をする。

○ 平成30年度に着手した大規模修繕工事（沼田地区）を，平成32年度中に完了させる。

○ 非常災害対策及び利用者の安全確保についての計画を立て，被害を最小限にとどめ，

早期に事業を再開・継続するための備えを行う。

○ 社会福祉充実計画に計上した「グループホームの移転・新設」について，厳密な検討を行う。

○ 日中活動を，「日中活動を保障する」あるいは「地域への進出（参入）」という観点から捉え直す。

○ 認知度が飛躍的に高まったアート活動に加え，スポーツ活動や部活動を盛んにしていく。

○ 権利擁護委員会の役割・機能の見直しを行うなど，虐待を発生させない体制づくりを目指す。

○ 自己評価を行うほか，第三者評価を引き続き受審して，サービス改善を図る。

○ 職員に専門的な知識や技術を習得させるための教育・研修プログラムを企画し，

これを実施する。（No.10参照）

１ 人権の尊重

２ サービスの質の向上

３ 地域との関係の継続

４ 生活環境・利用環境の向上
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○ 平成29年度から行っている生活困窮者生活再建サポート事業以外にレパートリーを広げる。

○ 地域生活支援拠点運営業務を広島市から受託し，広島市安佐南区の障害者等の皆さんの

地域での生活を支援する。

５ 地域における公益的な取組の推進

○ 「太田川ブランド」構築を旨とした，より精度の高い広報計画を立て，これを実行する。（No.８参照）
６ 信頼と協力を得るための情報発信

○ 中期経営計画ないし当学園の考え方が職員に浸透するよう，あらゆる機会を通じて働きかけを行う。

○ 公正，客観的な人事評価と適正な処遇，さらに人材の育成（No.10参照）に特に力点を置く。

○ 要員計画を立てるほか，ICTの活用や「セントラルキッチン」の導入など業務合理化の検討に

着手する。

７ トータルな人材マネジメントの推進

○ 適切な採用計画を立てるとともに，大学等の訪問や説明会等を広く丁寧に行う。

○ 「太田川ブランド」構築を旨とした，より精度の高い広報計画を立て，これを実行する。（No.６参照）

８ 人材の確保に向けた取組の強化

○ 平成27年度から行っている理事長による面談，平成28年度から行っている所属長による面談

を，引き続き実施する。

○ 職員の安全と健康の確保に資するため，当学園に衛生委員会を設置する。

９ 人材の定着に向けた取組の強化
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○ 職員に専門的な知識や技術を習得させるための教育・研修プログラムを企画し，これを実施する。

（No.２参照）

○ OJTを意図的・計画的に行うため，主任層が「スーパーバイザー」として機能するようにする手立

てを講ずる。

○ 初任者と中堅層について，外部との接触の機会を増やすなどして，底上げを図る。

○ 施設長クラスの職員の能力開発・育成訓練を旨としたプログラムを企画し，これを実施する。

○ 平成28年度に策定した「太田川学園支援員のキャリアパス」の妥当性について，適時・適切な

見直しを行う。

○ 平成28年度から実施した資格取得支援制度を適切に運用するほか，自己啓発の（経済的）支援

の仕方を工夫する。

10 人材の育成

○ 法令遵守規程を整備するとともに，職員に，社会的ルールやモラルに関することについて再教育

を行う。

11 コンプライアンス(法令等遵守)の徹底

○ 当法人は，会計監査人による監査を義務付けられていないが，会計監査人の導入について，

準備に取り掛かる。

12 組織統治(ガバナンス)の確立

○ 会計監査人による監査を義務付けられるのに備え，必要な体制を整える。13 健全な財務規律の確立

○ 当学園が当面する最大の課題であり，様々な観点から「あるべき姿」を追求する。

○ 利用者の編成の見直しなど，「すぐにできること」を探し，実行する。

14  利用者の高齢化，障害の重度化への対応
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○ 望ましい職員像 キーワードで表す「望ましい職員像」（順不同）

11

◆職員の目標

◆状況に応じて

現場に入る

◆当学園の存在

をアピール

◆外部との連携・交流を担う

◆総合的判断力 ◆活力

を与える ◆リーダーシップ

◆厚い信頼 ◆謙虚 ◆全

体を見る力 ◆思いやり

◆人間性 ◆行動力（フット

ワーク） ◆説得力・納得力

◆経営感覚 ◆法令に精通

◆責任感 ◆深い知識

◆精神的な強さ ◆笑顔

◆人を信じる力 ◆ねぎらう

気持ち ◆先入観を捨てる

◆人望 ◆穏やかさ

施

設

長

主

任

施
設
長
以
外
の

管

理

職

中
堅
職
員

初

任

者

◆現場における

リーダーシップ

◆職員へのアドバ

イス ◆次は施設

長という意欲（ただ

し，自分を知る必要がある。）

◆上司をサポート ◆外部と

の連携・交流を担う ◆職員

をフォロー ◆指導力 ◆調整

能力 ◆自己啓発 ◆自覚

◆Noと言える力 ◆振り返り

◆説得力・納得力 ◆熱意

◆向上心 ◆笑顔 ◆責任

感 ◆冷静な行動 ◆専門

的知識 ◆保護者との対話

◆精神的な強さ ◆職員の

底上げ ◆問題意識

◆判断力 ◆資格取得

◆現場における

リーダーシップ

◆職員へのアドバイス

◆次は管理職という

意欲（ただし，自分を

知る必要がある。）

◆チームの中核となる

◆職員の手本（背中を見られている）

◆上司をサポート ◆振り返り

◆職員をフォロー ◆熱意

◆向上心 ◆率先して動く

◆判断力 ◆適切な報告

◆企画力 ◆周囲への目配り・

気配り・心配り ◆問題解決能力

◆後輩の育成・指導 ◆包容力

◆分析力 ◆根拠の見える支援

◆責任感 ◆専門的知識

◆保護者からの信頼

◆日常の業務

の中核

◆チームを

引っ張る

◆良い影響力

◆後輩へのアドバイス

◆上司・後輩の架け橋

◆後輩の身近な手本

◆上司・主任をサポート

◆スキルアップ

◆専門性

◆問題解決能力

◆アイデアを出す

◆経験の幅を広げる

◆仕事に対する意欲

◆責任感

◆足りないものに気付く

◆笑顔 ◆資格取得

◆熱意

◆やりがい

◆アイデアを出す

◆実践の積重ね

◆当学園の理念

を理解する ◆福祉の志

◆社会人としての常識

◆元気 ◆倫理観

◆笑顔 ◆プロ意識

◆思いやり ◆障害理解

◆資格取得 ◆学ぶ姿勢

◆新鮮な目線

◆基本を身につける

◆行動力（失敗を恐れない）

◆うそをつかない

◆自己研さん

◆権利擁護 ◆報・連・相

◆受容・共感


